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抄録 

本報告はハワイ語新聞に関する調査の3年目の研究成果として, 19世紀末に日本に滞在していた

ハワイ先住民, デイヴィッド・ケアヴェアマヒによる旅行記を紹介する. ケアヴェアマヒによる旅

行記は, ハワイ語新聞で複数の記事に分割され, 「日本からの手紙」として掲載されていた. この旅

行記を分析することで, 19世紀末におけるハワイ・日本間の人の移動について, 日本からハワイへの

移民と比べて, これまで注目されてこなかったハワイから日本への人の移動に関する興味深い事実

が明らかになった. 
 

１． 導入 
本報告は 19 世紀から 20 世紀にかけて発行され

たハワイ語新聞に関する研究である. ハワイ語新

聞は先住民に関する事柄だけでなく, ハワイ王国

の日系移民や当時の日本に関する事柄も取り上げ

ていた. しかし, ハワイ研究や移民研究の進捗状

況と比較すると, 日系移民や日本に関するハワイ

語記事の調査はまだ始まったばかりである. 

ハワイ語新聞は 19 世紀から 20 世紀にかけ 100
年以上にわたり, 日刊や月刊など, 政府系・宗教

系・独立系に分類される合計 100 紙以上が発行さ

れていた. 新聞は地域や国際ニュース, 神話や物

語, 読者投稿, 訃報記事, 広告, 船便に関する情報

などから構成されていた. ハワイ語新聞に関する

背景的な説明については, すでに別の場所で詳し

く行っているので本稿では割愛する[1]. 

本研究は一昨年度および昨年度の助成により記

事のデータベース構築と予備的分析を開始し, 本
年度は複数年にわたる研究計画の 3 年目に位置づ

けられる. 本年度は日本に関するハワイ語新聞記

事の翻訳とデータベース構築を継続し, 言説分析

のための基盤を充実させることを目的とした. 以

下では本年度の研究成果について報告する. 
 

２． 先行研究 
研究初年度である 2014 年度は 36 本の記事（総

語数 3,200 語）を英訳した. これらの記事は比較的

短め（100 語前後）で, 発行年代は 20 世紀, そし

て,執筆者の署名なしという特徴があった. 
2015 年度は 30 本の記事（総語数 5,500 語）を英

訳した. これらの記事も初年度と似た特徴を持ち, 

比較的短めの記事が中心で, 記事の発行年代は 20
世紀のものが大半を占め, 執筆者の署名がないも

のだった. こうした成果の一部はすでに報告済み

である[2]. 
また, 過去 2 年間に収集した記事では, 日系移

民に関する記事に加え, 太平洋戦争に至るまでの

日本, あるいは太平洋戦争中の日本に関する記事

が目立った. 一方で, これらの記事の語り口は主

要なマスメディアのそれと大きな違いはなく,  
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ハワイ語新聞ならではの語り口が認められたとは

いいがたかった. この結果を踏まえ, 主要マスメ

ディアとは異なる, 先住民語メディアとしてのハ

ワイ語新聞ならではの視点を含む記事を収集する

こと, さらに従来よりも長く, 執筆者の署名があ

るような記事を収集することが課題として浮かび

上がった. 
 

３． 方法 
ハワイ語新聞データベース, パパキロ 

（Papakilo）を用いて記事の検索を行った. これま

でと同様, Japanese を意味するハワイ語 Kepanīを

検索語として用いた. 今年度はさらに検索結果を

年代別に再検索し, 19 世紀の記事を閲覧すること

によって, 上述の課題に合致する記事を収集する

ことができた. 
収集したのは 19 世紀末に掲載された一連の記

事である. これらの記事は長い手紙が分割された

ものであり, 手紙の執筆者はデイヴィッド・ケア

ヴェアマヒ（David Keaweamahi）という人物にな

っている. 当時, ケアヴェアマヒはハワイ王国が

統治するハワイから明治政府が統治する日本を訪

れていた. ケアヴェアマヒは滞在中に見聞きした

日本の街や人々とのやりとりの様子をハワイ語で

綴り, その手紙が「日本からの手紙」という見出

しで, 複数の新聞に分割されて掲載された. 

ケアヴェアマヒによる手紙は, Ke Alakai O 

Hawaii 紙において, 1888 年 9 月 22 日, 9 月 29 日, 10
月 6 日, 11 月 24 日に分割して掲載された（8,551

語）. これに続いて, Ko Hawaii Pae Aina 紙において, 

翌年 1889年 11月 23日に掲載された（1,101語）. そ
して, Ka Nupepa Kuokoa 紙において, 数年後の

1896 年 8 月 28 日に掲載された（1,938 語）. 3 紙に

掲載された手紙の総語数は 11,590 語である. 
本年度は 2 名のリサーチアシスタントを雇用し, 

手紙の一部（Ke Alakai O Hawaii 紙に掲載された

1888 年 9 月 22 日から 10 月 6 日までの 5,184 語）

を英訳することができた. 翻訳した語数は昨年度

とほぼ同程度である. 次節ではこれらの記事の抜

粋を示し, 手紙の内容を概観する. 
 

 

 
 

 

４． 分析 
1888 年 9 月 22 日に発行された Ke Alakai O 

Hawaii 紙の一面は以下のようになっている. 
 

 

図 1．Ke Alakai O Hawaii（Page 1） 

出典: Ho‘olaupa‘i（nupepa.org） 

 

ケアヴェアマヒの手紙が掲載されたのは全 8 ペ

ージ中 8 ページ目の 4 列目（右端）であり, この

号の最後の記事という扱いである. 

 

 
図 2．Ke Alakai O Hawaii（Page 8） 

出典: Ho‘olaupa‘i（nupepa.org） 
 

 4 列目（右端）の上段から中段にかけて始まる

記事の冒頭を拡大したのが以下の抜粋である. 
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図 3．Ke Alakai O Hawaii（Page 8, Column 4） 

出典: Ho‘olaupa‘i（nupepa.org） 

 

 冒頭の見出しにある HE LETA MAI IAPANA 

MAI は「日本からの手紙」という意味である. 次
の行の HOOMAUIA MAI AUG. 29 MAI は, 「8 月

29 日からの続き」という注記であり, 上記抜粋部

分が手紙の書き出しではないことがわかる. しか

し, データベースで公開されている Ke Alakai O 

Hawaii 紙の 1887 年と 1888 年の記事一覧を見る限

り, 8月 29日発行のものは存在しない. 資料が欠け

ているのか, 記事の中の日付参照に誤りがあるの

か今後確認作業を進める必要がある. 

 3 行目は括弧の中に Mai a D Keaweamahi mai と
あり, 「D. ケアヴェアマヒから」というように記

事（手紙）の執筆者に関する情報が示されている. 

4 行目は NO IOKOHAMA とあり, 「横浜について」

と小見出しが付けられている. 5行目からは 6月 26

日に横浜湾（ke awa o Iokohama）に到着したが, 湾

と街の様子が確認できたのは 27 日の朝になって

からだったということが記されている. 

 ところで, ケアヴェアマヒはどのような理由で

日本を訪れたのだろうか. 1888 年 10 月 6 日の記事

の冒頭を読むと, その理由の一端をうかがい知る

ことができる. 
 

 
図 4．Ke Alakai O Hawaii（Page 2, Column 3） 

出典: Ho‘olaupa‘i（nupepa.org） 

 

 ケアヴェアマヒはDr. M. Gotoという医師を訪ね

てきたことがわかる. しかし, ケアヴェアマヒは

すぐにこの医師に会うことができなかったので, 

彼と会える日を待つために日本に滞在してすでに

数週間経過し, 3 ヵ月目に入ったと記されている. 

また, M. Goto 医師は lepera（記事中は lepera, 辞書

の見出し語としては lepela）, つまり leprosy（ハン

セン病）の治療で著名な人物であり, 子どもも医

師として（ハワイの）カカアコで活動していると

説明されている. 
 さらに読み進めると, 結局, ケアヴェアマヒは 7

月 7 日に M. Goto 医師が帰ってきたことを知り, 7

月 9 日にようやく会うことができたようである. 
 



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 27 2017 

 

         日本からの手紙 208
 

 

図 5．Ke Alakai O Hawaii（Page 2, Column 3） 
出典: Ho‘olaupa‘i（nupepa.org） 

 

 M. Goto と面談することができたケアヴェアマ

ヒは, 自分がハワイで Goto Opio（M. Goto 医師の

子ども）からハンセン病の治療を受けていたこと, 

M. Goto の治療を受けて病気を完治させるために

日本に来たことなどを伝えるのである. 
 

５． まとめと展望 
 本年度はこれまでの研究を補うことを目指し, 

ハワイ先住民ならではの視点を含む少数言語メデ

ィアらしい記事で, まとまった長さを持つ署名記

事を収集し, 予備的分析を試みた. 本年度翻訳で

きた記事はケアヴェアマヒの日本滞在記の一部で

あるが, さらに関連記事を収集し, 翻訳を行うこ

とによって, 特に以下の 3 点においてハワイ研究

およびハワイ先住民研究に貢献することが見込ま

れる. 
 まず, 19 世紀後半に日本を訪れた一般のハワイ

先住民についてはほとんど研究が進んでいない.

データベースの予備的な検索によると, ケアヴェ

アマヒは牧師であり, ハワイ語新聞 Ke Alakai O 

Hawaii の記者としても活動していたことがうかが

える. ハワイ先住民の日本訪問というと, これま

でハワイ王国 7 代目の王であるカラーカウアによ

る 1881 年の日本訪問について言及されることが

多かった. カラーカウアは明治天皇に謁見し, サ
トウキビ畑に労働者を送るように要請し, 1885 年

に日本からの移民が再開し, 政府斡旋の官約移民

が開始された[3]. こうした移民政策を背景として, 
M. Goto 医師の子どもである Goto Opio がハワイで

医師として活動していたと考えられる. ケアヴェ

アマヒの日本滞在記についての研究は, 従来の研

究を補完することができるだろう. 同様に, ハワ

イ王国から教育のため世界各地に派遣されていた

若者たちの存在も興味深い. こうした若者たちの

中には, 1882 年から数年間, 日本に滞在していた

兄弟（James Hakuʻole と Isaac Harbottle）がいるこ

とが知られているが, 留学生活の詳細については

不明なことのほうが多い[4]. 

 次に, ケアヴェアマヒは手紙の中で当時の人々

や街の様子を綴っている. その中で, 日本ではハ

ンセン病患者が自由に歩き回っていることを驚き

を持って綴っている. 近年研究が進んでいるハワ

イ語新聞を用いた調査には, 19 世紀後半にハワイ

で隔離されていたハワイ先住民のハンセン病患者

が綴った手紙を新資料として分析し, いわば抑圧

されてきた声に迫る試みが行われている[5]. この

点でも, ケアヴェアマヒの手紙を資料として研究

を進めることで先行研究を補完できる. 

 最後に, ケアヴェアマヒの日本滞在は, 近年,観
光人類学で研究されているメディカルツーリズム

の一形態といえるかもしれない[6]. 19 世紀後半の

ハワイ王国と明治政府間における移民政策を背景

に, 日系の医師がハワイで医療サービスを提供し

ていた一方で, ハワイ先住民が国境を越えて日本

に医療サービスを受けにやってきていたというこ

とは興味深い事実である. 
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Abstract 

As part of a larger, ongoing study on Hawaiian language newspapers, this report describes a travelogue 
written by David Keaweamahi, a Native Hawaiian who visited Japan in the late nineteenth century. 

Keaweamahi’s travelogue was published in Hawaiian language newspapers as a series of articles under the 

headline, “He Leta Mai Iapana Mai” (A Letter from Japan). A preliminary analysis of these articles has 
revealed interesting aspects of the flow of people from Hawai‘i to Japan in the late nineteenth century, which 

has been much less researched than immigration from Japan to Hawai‘i in the same period.    
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